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た
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島
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加
藻
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認

め
得
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に
至
る
べ
し
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特
に
中
央
銀
行
の
存
在
す

る
場
合
に
於
て
は
、
此
資
金
需
要
の
急
増
は
中
央
銀
行
に
封
ず

る
貸
出

依
頼

の
激
増
に
依
り
て
察
知
す

る
こ
嘉

得
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べ
し
、
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そ
の
他
貸
出
依
頼
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す
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同
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縄
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縫
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憺
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螢
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叉
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亡
を
適
宜

に
併
用
し
て
、
一
方
金
利

の
引
上
げ

に
よ
り
て
通
貨
信
用
の
牧
縮
を
計
り
、
他
方
之
に
よ
り
て
正
業
者
に

充
分
の
融
彊
を
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に
よ
り
て
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株
式
市
場

の
混
説
、
生
縣
棉
綜
布
期
米

の
崩
落
、
二
三
小
銀
行
の
破
綻
叉
は
取
付
騒
を
以
て
、
當

然
來
る
べ
き
恐
慌
の
乱別
誂
な
る
が
如
く
看
做
し
、
経
済
界
の
前
途
.を
極
端
に
悲
観
す
る
の
早
計
な
る
は
言
を
候

π

ざ
る
所
惟
る
も
、
然
し
之
を
以
て
偶
獲
的
に
し
て
而
か
も
短
期
間
に
回
復
す

べ
き

一
時
的
不
景
気
ご
看
做
し
て
無

下

に
財
界

の
前
途
を
樂
観
す
る
が
如
き
も
短
見
浅
慮
の
甚
し
き
も
の
こ
云
は
ざ
る

バ、
か
ら
す
。

今
や
財
界
救
済
の
聲
は
朝
野
に
囂
し
く
政
府
當
局
、
日
銀
、

一
般
銀
行
業
者
、
事
業
家
共
に
救
済
策
を
講
じ

つ

つ
あ

る
も
其
動
揺
の
出

て
起
り
し
所
を
闡
明
せ
す
し
て
拙
劣
な
る
救
済
策
を
施
.さ
ん
か
、
却

っ
て
動
揺
の
程
度
を

大
な
ら
し
め
、
或
は
大
恐
慌
の
聾
來
を
醸
成
す

る
こ
ご
な
き
を
保
し
難
し
。

抑
も
今
次
動
揺
の
直
接
原
因
は
、
貿
易
の
逆
調
、
蛋

の
漸
減
、
企
業
生
産
資
金

の
需
要
激
恥
に
挙

金
融
の

梗
塞
ε
、
是
等
を
根
抵

こ
す

る
財
界
前
途

の
悲
観

に
露
す

べ
き
も
、
之
を
誘
致
し
た
る
根
本
原
因
は
不
自
然
な
る

物
傾
騰
貴

ご
極
端
な

る
投
機
熱
ご
に
在
り
、
物
贋
騰
貴
ε
投
機
熟
ご
は
互

に
相
關
鞣
せ
る
も
の
に
し
て
、
隊
齪
の

如
き
世
界
的
大
動
揺
に
際

し
て
は
或
る
程
度
ま
で
冤
が
る
能
は
ざ
る
所
な
る
も
、
政
府
當
局
日
銀

㎜
般
銀
行
業
者

事
業
家
等
が
之
を
助
長
し
激
成
せ
ざ
り
し
な
ら
ん
に
は
、
其
程
度
は
今
日
の
.如
も
激
烈
な
ら
ざ
b
し
な
る

べ
し
。

時
事
膿

恐
慌
の
対
策
こ
銀
行
業
者

第
+
巻

(第
六
號

=

ご

八
三
五



時
事
問
題

恐
慌
の
野
策
こ
銀
行
業
者

第
†
巻

{第
六
號

一
一
二
)

八
三
六

即
ち
若

し

一
嘗
局
が
物
贋
調
節
を
忽
に
し
其
騰
貴
を
激
成
す
る
が
如
き
態
度
を
探
り
二
日
銀
が
.金
利
を
低
く
し

く

く

て
際
限
な
く
兌
換
券
を
膨
脹
し
て
貸
出
を
放
漫
な
ら
し
め
三

一
般
銀
行
業
者
が
手
許
資
金
を
空
虚

に
し
極
度

に
信

用
を
膨
脹
し
て
貸
出
の
増
加
を
圖
り
四
責
任
を
草
す

べ
き
事
業
家
が
投
機
熱

に
潭
さ
れ
て
不
整
實
な

る
事
業
を
濫

興
し
五
商
賈
は
恩
威
買
占
を
な
し
て
投
機
業
者
に
氣
勢
を
添

へ
、
相
傘
ひ
て
物
償
騰
貴
を
激
成
し
投
機
熱
を
煽
揚

す
る
が
如

き
不
謹
慎

の
態
度
を
愼
み
、
積
極
的
に
之
を
柳
制
せ
ざ
る
ま
で
も
其
事
の
極
端
に
馳
せ
ぎ
る
以
前

に
…幾

分
警
戒
的
態
度
を
示
し
セ
ら

ん
に
は
、
今
日
の
如

き
急
激
な
る
波
瀾
動
揺

は
之
を
未
然

に
防
止
し
得
た
り
し
や
疑

ふ
べ
か
ら
す
、
斯
く
論
じ
來
ら
ば
今
回
財
界
動
揺

の
責
任
た
る
、
牢
は
之
を
過
去
撒
年
間
に
亘
り
て
我
財
界
を
不

自
然
の
獣
慾
に
置
き
た
る
斯
謂
職
事
景
気

に
野
す

る
必
然
的
蹄
結

に
委
し
得

べ
き
も
、
宇
は
之
を
銀
行
業
者
慢
.沿

の
罪

に
断即
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
。

四

財
界
動
揺
の
責
任
者
夫
れ
斯
く
の
如

し
、
然
ら
ば
む
の
當
面
の
責
任
者
た
る
日
本
銀
行
が
此
際
第

一
に
断
行
す

べ
き
は
公
定
利
率

(男
雪
パ
聲
ρ
○
聖
。廟巴

国
警
①
)

の
引
上
に
在
り
、

日
銀
が
昨
年
十
丹
、

十

一
月

の
.二
回
に
亘

り
て
四
厘
方
利
上
を
行
ひ
し
こ
ε
は
、
催
合
市
場
利
率

(ζ
の
蒔
露

「馨
ρ

℃
「ぞ
段
Φ
「pδ
)
に
獣
す

る
鞘
寄
せ
に
渦
ぎ

ざ
り
し
ε
雌
も
、
投
機
負
金
の
需
要
を
幾

分
抑
制
し
、
通
貨
膨
脹
を
緩
和
せ
し
清
掻
的
敷
果
は
之
を
認
む
る
こ
ε

.

を
得

た
り
、
黙
れ
こ
も
財
界
の
最
大
蝸
根
だ
る
物
傾
騰
貴
、
投
機
思
惑

の
流
行
を
抑
制
す
る
積
極
的
敷
果
の
存

せ

〆



直

ざ
る
の
み
な
ら
申
、
寧
ろ
日
銀
の
公
定
利
率
ピ
市
場
利
率
ε
の
問

に
驚
く
可
き
開
き
を
生
じ
、
事
實
上
に
於
て
投

機
室
商
を
煽
揚
す

る
が
如
き
結
果
を
齎

せ
b
、蓋
し
日
銀
は
其
公
定
利
率
を
し
で
當

に
市
場
利
率

に
接
近
せ
し
め
、

両
者
の
問
に
甚
し
き
開
き
を
生
ぜ
し
め
ざ
る
様
努
力
す

べ
き
に
拘
ら
す
、
常

に
市
中
銀
行
に
氾
饗
す

る
の
態
度
を

・
探
れ
り
、
足
れ
同
行
が

一
画
金
融
中
櫃
機
關

π
り
財
界
首
脳
着
た
る
機
能
を
全
ふ
す
る
能
は
ざ
る
所
以
に
し
て
、

今
之
が
現
状
を
見
る
に
、
市
場
利
率
は
昨
年
同
期
に
比
し
て
日
歩
約
登
銭
の
大
差
あ
る
に
拘
ら
す
、
公
定
利
率

の

差

は
僅

に
四
厘

に
渦
ぎ
す
、
随
て
両
者
の
間

に
日
歩
七
八
厘
の
開
き
を
生
ぜ
り
、
斯
く
の
如
き
は
到
底
他

の
交
明

諸
国
に
於
て
見

る
こ
ε
能
は
ざ
る
奇
現
象
な
り
ε
す
。
.

.
抑
も
財
界
の
好
況
期
に
於
て
最
も
戒

む
べ
き
は
信
用

の
膨
脹
な
り
、
之
を
矯

正
す

べ
き
途
種
々
存
す
ご
雌
も
、

中
央
銀
行
ご
し
て
は
金
利
引
上
貸
出
制
限
に
依
る
を
常
道
ご
な
す
、
然

る
に
日
銀
は
北
道
軌
を
踏
ま
す
、
在
外
正

貨
準
備
繰
入
の
攣
態
制
度
公
認
せ
ら
れ
制
限
外
獲
行

に
封
ず
る
視
牽
の
低
き
を
奇
貨
-こ
な
し
、
過
去
敷
年
間
殆

ん

ざ
無
制
限
に
兌
換
券
を
増
捜
し
て
低
利
の
融
資
を
圏
り
、
以
て
通
貨
信
用
の
膨
脹
を
招
来
せ
b
。

・

若
し
日
銀
が
今
日
あ
る
を
豫
期
し
て
昨
年
十

一
月
再
度
の
利
上
に
次
い
で
、
.滴
當
の
時
期

に
更

に
第
三
次
第
四

次
の
利
上
を
続
行
し
少
く
ご
も
其
公
定
利
率

を
し
て
絶
え
ず
市
場
利
率

に
接
近
せ
し
む
る
こ
ざ
を
怠
ら
ざ
㌧
し
な

ら
ば
、
財
界
は
疾
く
警
戒
氣
分
を
加

へ
今
日
の
動
揺
を
見
る
に
至
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
、
然
る
に
日
銀
は
當
然
行
ふ

べ
き
利
上
を
怠
り
低
利
を
以
て
互
額
の
資
金
を
貸
出
し
た
る
が
た
め
、
通
貨
信
用
は
際
限
な
く
膨
脹
し
物
慣
は
盆

時
事
問
題

恐
慌
の
謝
策
ε
銀
行
業
者

第
十
巻

(第
六
號
.
一
=
二
)

八
三
七



,

時
事
風
趣
.

恐
蝿
の
対
策
ピ
銀
行
業
者
.

第
十
巻

(第
六
號

一
一
四
》

入
三
八

盆
騰
貴

し
投
機
熱
は
極
度
に
昂
騰
し
て
、
遂
に
今
日

の
結
果
を
見
る
に
至
れ
り
、
現

に
動
揺
勃
獲
當
聴
の
日
銀
管

渠
週
報
を
見

る
に
、
手
形
割
引
高
三
億
四
千
九
百
萬
圓
に
し
て
、
前
年
同
期
に
比
し
て
約
大
倍
の
多
き
を
示
せ
る

が
如
き
日
銀
貸
出
の
如
何

に
放
漫
な
る
か
を
謹
明
し
て
鯨
あ
り
。
日
銀
絡
裁
が

「
日
本
銀
行
は
好
嵐凧
氣
時
代
に
於

て
は
投
機
思
想
を
戒

め
緊
縮
の
態
度
を
勧
誘
し
之
に
勤
し
て
相
當

の
庭
置
を
取
b
た
り
」
建
云
ふ
も
、
事
實
は
全

て
正
反
劃
に
し
て
、
却
て
投
機
思
想
を
煽
揚
せ
し
が
如
き
結
果
を
見

る
に
至
り
し
は
甚
だ
遺
慷

ε
す
る
所
な
り
。

動く

次
に
財
界
の
反
動
期
に
際

し
故
意
に
金

融
の
途

を
梗

塗
し
て
生
産
貿
易
の
基
礎
を
破
壊
す

る
が
如
き
不
條
麗
な

る
態
度
は
飽
迄
も
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
す
、
.即

ち

率

審

且
面

目
な
を
事
業
に
従
事
し
而
し
て
此
反
動
期

に
虞
す

べ

き
慮
分
の
整
理
を
行
ふ
考
量

し
て
墨

得
る
限
ち
金
融
よ
の
援
助
を
與
へ
κ
」
与

る
日
銀
総
裁
の
趣
旨
に
封

」し
て
は
異
議
な
き
も
、

一
方
に
於

て
.自
立
の
見
込
め
る
者
に
射
し
て
出
来
得
る
限
り
の
融
通
を
翼

へ
之
を
援
助
す

　
へ

る
の
途

を
講
ず

る
ε
共
に
、
他
方

に
於
て
盆
警
戒

を
厳
重
に
し
極
力
投
機
思
想
を
抑
制

し
て
、
財
界
よ
り
不
健
全

・
な
る
分
子
を

}
帰
す

る
に
非
ざ
れ
ば
、
到
底
満
足
な

る
整
理
を
望
む
ご
ε
能
は
す
、
而
し
て
此
警
戒
的
態
度
を
具

鵬
的
に
現
は
す
最
も
有
力
な
る
方
法
は
金
科
の
引
上

に
在
り
、
金
利
の
引
上
を
な
さ
す
.し
て
整
理
の
必
要
を
説
き

警
漉
を
云
議
す
る
も
畢
竟
無
意
味
な
り
。

由
来
日
銀
が
兌
換
制
度
の
運
命
を
其
成
行

に
放
任

し
つ
、
、
口
を
事
業
界

の
利
益

に
籍
b
て
金
利
の
引
上
に
購
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但

し
割
引
歩
合

の
引

上

は

[

い

国
警
肝

の
指
摘
す

る
如
べ

、

一
般

物
償

及
株

式

の
下

落
を
招
き
、
通
貨

の
需

要
を
減

縮

せ
し

め
、
事
業

の
振
張

を
阻
止

し

、
文
勢

銀
の
支
彿

、
小
費
商
品

の
買

付

に
必

要
な

る
小
口
現
金

の
需
要

を
も
減
縮

せ
し
む

る
こ

紅
あ

れ
こ
も
利
益

の
存
す

る
所
…弊
竇

の
件

ふ
は
敷

の
免

れ
ざ
る
所
な
れ
ば
、

割
引
歩

合

の
引
上
即

ち
高
利

の
貸

付

が
不
當
な
る
臆

病

(
d
口
器
留
。
暴
σ
一。
瓜
∋
藍
屯

)

に
謝

す

る
罰
金

ε
じ

て
實
際
資
金

を
要

せ
ざ

る
者

の
貸
出
を
防

止
し

、
.そ
の
投
機

空
荷
を
撲
滅
す

る
黙

に
於

て

Ω
紆

の
所
謂
毒
を

以
て
毒

を
制

し
、
病

を
以

て
病

を
療
す

る
.の

策

〔
目
言

。く
=

【切
2
呪畿

耳

印
一一冨

Φく
〒
島
¢

℃
「Φ8
℃
け
。
P
ゴ
①

ぎ
日
。
8
鵠

鼻
口6
。,。
ぎ
9

一ロ
ヨ
。
臼
。冒
p

匹
邑
ぎ

ω一日
ま
σ
⊆ψ
)

に
非

ざ

る
か
o

次

に
利
上

の
程
度

に
就

て
は
人
各

々
其
意

見
を
異

に
す

る
も
、
少
な
く

ご
も
市

場
利
率

ご
殆

ん
ザ
、同

一
程
度
迄

引

上
ぐ

る
を
可

ご
す

べ
し
。
蓋

し
公
定

利
率

ε
市
場

利
率

ざ
の
問

に
開

き
を
存

し
、
所

謂
鞘
取

の
飴
地

を
存
す

る

聴

は
再
び
信
用

の
振

大
投

機

の
隆
昌
を
招
致

し
て
、
濁

り
財

界

の
整
理

を
困
難

な
ら

し
む

る
の
み
な
ら
す

、反

動
期

の
波

瀾
を

し
て

一
層

人
な
ら

し
む
る
の
膿
め
り

、
嚢

に
伊
太
利
中
央
銀

行
及

び
佛
蘭
西

銀
行

の
公
定

利
率
引

上
あ

り

、
英
蘭

銀
行
が
四
月
+

二
日

以
降

そ

の
割
引
歩
合

を

六
分
よ
り
七
分

に
引
き

上
げ
、
最
近
米
国

各
地

の
準
備

銀

ノ



、

行
が
五

パ
ー
セ
ン
ト
四
分

一
乃
至
六

パ
・ー
セ
ソ
ト
に
利
上
を
行

ひ
、
内
外

に
向
ひ
て
大
警
報
を
掲
げ
た
る
そ
の
英

断
は
月
録
當
局
の
宜
し
く
學
ぶ

べ
き
所
な
b
だ
す
。

ラ六

、

(

次
に
そ
の
責
任
者
た
る

一
般
銀
行
業
者

に
就

き
て
見
る
に
、
從
來
我
国
銀
行
業
者

の
多
く
は
、
卒
素
自
己

の
責

任
準
備
を
怠
だ
り
、
事
め
る
毎

に
日
銀
に
哀

訴
し
て
其
融
通
を
依
頼
せ
ん
ε
す
る
所
謂
他
力
本
願
的
瞥
業
方
針
を

探
れ
り
、
從

て
今
回
の
如
き
市
場
の
大
動
揺

に
遭
遇
す
る
や
、
似
合
多
少
の
遊
金
を
擁
す

る
銀
行
円
錐
も
、
自
ら

0

進
ん
で
確
乎
た
る
蜀
策
を
講
ず

る
の
勇
氣
な
く
、
延
て
實
際
以
上
に
金
融
の
梗
塞
を
来
し
、
市
場
の
温
飯
動
揺
を

助
長
す
る
の
傾
あ
り
。

'

今
之
を
忌
憚
な
く
評
す
れ
ば
、
一
般
銀
行
は
過
去
敷
年
間
殆
ん
ご
宿
衛

の
遽
を
怠
た
り
し
も
の
ε
云
ふ

べ
し
、
蓋

し
銀
行
自
衛

の
途

ε
は
貸
出
制
限
、預
金
放
牧
、
資
力
先
賢

に
外
な
ら
す
、
而
し
て
之
を
行
ふ
に
は
不
断

の
警
戒
ε
.

厳
粛
な
る
態
度
ご
を
以
て
財
界
に
臨
み
、
荷
く
も
投
機
思
想
を
助
長
す

る
が
如
き
不
謹
慎
な
る
墨
摺
は
断
し
て
慎

ま
ざ
る
べ
か
ち
参
。然

る
に

一
般
銀
行
の
態
度
は
、特
に
警
戒
を
要
す
る
財
界
の
好
況
期
に
於
て
之
を
怠
b
、
制
限

す

べ
き
貸
出
を
制
限
せ
す
、
手
許
資
金
を
塞
ふ
し
て
信
用

の
披
大
を
困
り
、
直
接
間
接
.に
投
機
熱
を
煽
揚

せ
り
。註

【
)

〔註
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今
大
阪
外
五
市
資
銀
行
集
會
所
組
合
銀
行
の
預
金
及
貸
出
金
の
増
液
海
表
示
す
れ
に
左
の
如
し
。
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出

金

　

　

大
正
元
年

三

月
末

某
一
、醤
(
、災
O
.

七
査

ξ
三
2
完

・
時
事

問
題

恐
慌
の
対
策
ピ
銀
行
業
者

第
十
巻

〔第
六
號

一
一
七
)

八
四

一



時
事
問
題

大
正
二
華

三

月
末

大
正
三
年

三

月
末

大
正
四
孚

三

月
末

大
正
五
年

三

月
末

大
〒止
山ハ
血十

三

日
〃噌小

太
正
七
年

三

月
末

大
正
八
牟

三

月
末

大
正
八
年

四

月
末

大
正
八
年

五

月
末

同 種11翁i【.可 同 国r7大
正
九
年

同同

恐
慌
の
劃
策
ξ
銀
行
業
者

「

六

月
末

七

月
末

八

月
末

・
九
・
月
末.

+

月
末
.

+

一
月
末

+
一
一月
末

一
月
末

一
一
月
末
.

三

月
末

全
三
、
四
蕊
O
、
眉
七
口

(
へ
湘
、
三
混
一
、
ぬ
一一(

」

、
0
=

、
九
二
口
、
二
昊

一
、
署
=

、
ヵ
蟹
　、
託
O
汕

一
、帰
七
七
、
「「六
一
…、
へ
O
園

二
壱

九
聞
、
大
空
{
君

ゼ
ゼ

黒
、
会
λ

」
言
孟
、
一
五
到

耳
、
八
四
ゼ
、
七
五
八
、
㎜
晶
O

π「
八
八
六
」
天
二
、
罫
西

四
二

四
六
、
七
六
　
『
雪

八

四
、
]
畠

、
七
へ
三
武

豊

四
、
一
煎
豆
、
八
=
(
、
四
四
内

隅
、
晃
.
一
、
四
六
四
、
九
〇
五

四
、
】蔑

、
会

四
、
ゼ
孟

、
一穴

阻
、
　右
四
、
ゼ
巴

四
、
四
　一石
、
圏
】…
一
、
五
二
四

四
、
尾
六
六
、
湘
四
八
、
四
菖
一

四
、
四
一
五
、
人
置
五
唐

人
く

四
、
圏
八
五
、
ヨ
〇
四
、
五
九
九

.

八
耳
三
、
=

(
、
二
〇
「

四
六
E
、
六
二
〇
、
E
三
〔

一
、
0
葺
}
、
　
四
六
、
口
内
六

一
、
二
五
湘
、
八
湘
省
、
(
五
七

[
、大
望
ハ
£

[一三
、
四
五
幽

「「、
四
凪
凹
、
へ
言言
δ

耳
一一「

『

學
6
、
六
七
八
£
六
八

胤
、
四
二
七
、
0
八
四
、
八
八
二

9
、葺
「三
、
八
阻
湘
、
伽
三

凪
忌
九
六
壁

皿
五
、
四
天

芸

死

(
δ

カ
=
、
♂

四

堵
品
大
穴
充

八
昌
、
]
0
儲

四
「
一
〇
七
、
西
四
(
、
E
…
恥

四
、
西

六
、
臨
全

盛

O
四

四
、
垂

一
、
O
元

、
…三
六

四
「
「七
月
「
乱
九
七
、
六
カ
一

四
、
茜

督
、
重

ハ
、
=
翌

四
.「五
五
圏
、
四
霜
R

鼠

八

四
、
四
夷

、
杏

穴
、
　
杏

O

第

十
巻

(
第
六
競
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八
四
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嘲

.

足
れ
固
よ
り
政
府
の
膨
脹
政
策
及
日
銀
.の
際
限
な
き
覚
換
券
増
登
、
放
漫
な
る
低
利
融
資
が

一
.般
銀
行
業
者
を

し
て
今
日
の
信
用
擬
人
を
致
さ
し
め
た
る
重
大
原
因
を
な
せ
る
は

一
般

に
認
む
る
所
な
る
も
、
』

般
銀
行
業
者
が

其
信
用
を
過
度

に
擾
大
し
て
、
資
力
の
薄
弱
を
致
し
、
財
界
反
動
を
救
治
す

る
能
.力

に
敏
ぐ
る
所
あ
る
は
疑

ふ
べ

＼
＼

・

」



・

か
ら
す
。
即
ち
財
界
の
反
動
期
に
虚
し
て
其
反
動
的
濾
瀾
を
緩
和
し
、
出
來
得

ガ、く
ん
ば
翼
實
の
漁
昧

に
於
け
る

恐
慌
の
襲
来
を
防
止
す

る
の
任
に
當
る
べ
き
銀
行
が
斯
か
る
状
態
に
在
b
こ
す
れ
ば
、
吾
人
は
甚
だ
寒
心
に
堪

へ

ざ
る
な
り
。

ωC

然
ら
ば
其
対
策
如
何
、
曰
く
.

一
般
銀
行
業
者
は
資
金
回
股
、
預
金
吸
牧
、
貸
…田
制
限
を
行
ふ
て
支
挑
龍
力
の

増
大
を
圖

る
べ
し
。
支
拙
能
力
め
増
大
は
獅
り
自
衛

の
手
段
ご
し
て
必
要
な
る
の
み
な
ら
す
、
預
金
者
に
安
心
を

與

へ
、
且

つ
自
立
の
能
力
を
有
す
る
多
数

の
事
業
家

に
必
要
な
る
資
金
を
供
給
し
、
是
等
を
し
て
無
事
に
鑿
開
を

通
過
せ
し
む

る
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な
る
や
論
を
俊
π
す
。
而
し
て
資
金
回
牧
貸
出
制
限
を
行
ふ
べ
き
相
子
方

は
帥
ち
投
機
室
商
輩

に
し
て
、

=
肖
以
て
鑑
せ
ば
彼
等
に
謝
す

る
融
通
を
極
力
差
握
入
(
此
方
面
よ
り
消
極
的
に

資
力
の
充
實
を
圏
る
を
以
て
自
衛
の
暇
日
こ
す

べ
き
な
り
。
勿
論
此
方
面
に
鋤
し
極
力
資
金
の
融
蓮
を
差
控
ふ
る

ε
き
は
投
機
室
商
閥
に
倒
産
者

の
纏
出
を
見

る
べ
く
、
倒
産
者
硬
出
す

れ
ば
人
気
は
更

に
悪
化
し
、
厨
謂
財
界
の

不
景
氣
は

「
暦
甚
し
き
を
加
ふ
る
こ
ご
な
き
を
保
し
難
き
も
.
足
れ
財
界
整
理
の
た
め
已
む
を
得
ざ
る
の
犠
牲

に

し
て
、
今
日
に
於
て
全
部
を
救
済
す
る
こ
ε
は
事
實
不
可
能
な
る
の
み
な
ら
す
、
不
必
要
且

っ
不
得
策
な
り
。
財

界
よ
り
不
健
全
分
子
を

一
掃
す

る
は
其
整
理
を
早

か
ら
し
む
る
所
以
に
し
て
、
其
目
的
を
達
す
る
に
は
右
の
如
き

英
断
を
行
ふ
を
以
て
捷
盤

こ
な
す
。
差

し
財
界
の
反
動
に
於
て
銀
行
業
者
の
最
も
溢
意
す

べ
き
こ
ビ
は
馬
玉
石
倶

時
事
問
題

恐
慌
り
対
策
ピ
銀
行
粟
者
・

第
十
巻

(第
六
號

】
】
九
)

八
四
三

ρ

「
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'

時
事
問
題

恐
慌
の
対
策
ξ
銀
行
業
者

.

第
+
巻

(第
六
號

一
二
Q
)

入
四
四

に
碎
き

薫
藩

共

に
焚

一
が
如

き
拙
策

に
陥

る

こ
ご
な

一
、
嚴

正
周

到
な

る
甄

別
力

を
以

て
玉
石
を
淘

汰

し
、
救

ふ

べ
き
を
救

ひ
整

べ
か
ら
ざ
る
を
捨

つ
る
に
あ
り
、
整

ぺ
か
ら
ざ
る
を
救
ひ
て
其
資
力
を
薄
弱
な
ら
し
む
る
ε

き
は
、
共
倒

の
不
幸
を
見

る
の
虞
あ
る
の
み
な
ら
す
、
當
然
救
ふ

べ
き
者
を
も
救
ふ
能
は
ざ
る
の
結
果

を
生
じ
、

駕

め
に
反
動
的
波
瀾
を

一
肩
大
な
ら
し
む
る
を
以
て
な
り
。

水

に
潮
脚
ん
ε
す

る
者
を
助
け
ん
ε
し
て
自
ら
濁

る
、
を
厭
は
ざ
る
.か
如
き
犠
牲
的
精
神
は
個
人
の
場
合
に
於

て
は
表
彰
に
値
す
る
も
、
銀
行
は
銀
行
業
者

の
銀
行
に
非
ら
す
し
て
株
主
の
銀
行
な
b
、
預
金
者

の
銀
行
な
り
、

肚
會
の
銀
行
な
b
、
人
を
救
は
ん
冠
し
て
自
ら
漏

る
、
は
多
数
者
を
溺
れ
し
む
る
の
愚
塞
な
る
を
思

へ
、
五
口人
は

所
謂
玉
石
共
碑
薫
猫
共
焚

の
非
を
訴
ふ
る
ε
同
時
に
、
.舐
犢
の
愛

に
溺
.る
、
.の
愚
を
戒

め
ん
ε
欲
す
。
今
後
財
界

の
潰
長
を
決
す
る
も
の
は
日
銀
井
に

一
般
銀
行
業
者
の
施
設
方
針
如
何
に
在
り
。
此
二
者
に
し
て
現
状
を
改
め
ざ

る
限

り
我
財
界
の
運
命
は
不
幸
に
し
て
其
危
機
を
脱
す

る
こ
ε
能
は
ざ
る
べ
し
。
さ
れ
ば
銀
行
業
者
π
る
も
の
徒

ら

に
眼
前

の
懸
珠
に
馳
せ
て
姑
息
偸
安
の
陋
策

に
陥

る
こ
ε
な
く
、
宜

し
く
斯
業
本
來
の
性
質
に
鑑
み
砒
會
連
帯

の
大
法
則
を
目
畳
し
、
協

心
戮
力
以
て
愛

に
威
し
て
.道
を
誤
る
な
か
ら

ん
こ
ご
を
切
.堅
し
て
歌
ま
ざ
る
な
b
。
・

(九
・五
二

二
)
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